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１． 「平成27年9月関東・東北豪雨」による

鬼怒川の水害の主な特徴
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小貝川

鬼怒川

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

常総市役所から撮影（撮影日：9/11）

【決壊地点近傍】家屋等の流出状況（撮影日：9/11）

鬼怒川

小貝川

常総市役所

：氾濫域の最大総浸水
面積（40ｋ㎡）
国土地理院公表資料

：決壊箇所
鬼怒川左岸21.0km

：浸水範囲内の建築物

常総市役所

①多くの住宅地を含む広範囲が長期にわたり浸水
○常総市の約1/3の面積に相当する約40㎢が浸水し、常総市役所も孤立
○宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消するまでに10日を要した

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）
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１． 「平成27年9月関東・東北豪雨」による鬼怒川の水害の主な特徴



②堤防決壊にともなう氾濫流により、多くの家屋が倒壊・流失
○常総市三坂町地先（左岸21k付近）で、堤防が約200m決壊

常総市三坂町地区

平成２７年９月１１日平成１８年

■決壊幅 約200ｍ
■平成27年9月10日 １2時50分 堤防決壊

被災状況（全景写真）

被災状況（拡大写真）

：鬼怒川流域
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鬼怒川下流域における一般被害の状況

鬼怒川

小貝川

中妻駅

北水海道駅

常総市役所

大生小学校

水海道中学校

水海道さくら病院

水海道第二高等学校

（八間堀川排水機場）

項目 状況等

人的被害 常総市
（死亡2名、重症3名、中等症21名、軽症20名）
（10月30日16時現在）

住家被害 常総市 （全壊53、大規模半壊1,575、半壊3,475、床上
浸水148、床下浸水3,072）

結城市 （大規模半壊6、半壊44、床上浸水1、床下浸水
155）

筑西市 （大規模半壊68、半壊3、床下浸水18）
下妻市 （全壊1、半壊39、床上浸水16、床下浸水110）
つくばみらい市 （半壊13、床上浸水1、床下浸水21）

救助者 ヘリによる救助者数 1,339人
地上部隊による救助者数 2,919人

避難指示等 ①避難指示 11,230世帯，31,398人
②避難勧告 990世帯， 2,775人

（※9月24日16時現在・常総市）

避難所開設等 避難者数 7,032人
（※9月11日7時現在・常総市及び下妻市）

常総市役所から駐車場を撮影（撮影日：9/11）
周辺は浸水し、防災拠点の市役所も孤立化。

自衛隊員にボートで救出された人たち
毎日新聞社

屋根からヘリコプターで救助される人

毎日新聞社

（ヘリ撮影日：11日15時頃）

③避難勧告等の発令が遅れたこと
④近年の洪水では類を見ないほどの多数の孤立者が発生
⑤隣接する市に避難したこと
⑥必ずしも十分な土のう積み等の水防活動ができなかった

（茨城県災害対策本部 平成28年1月22日16時以前の発表資料より
常総市等、関連を抜粋）

１． 「平成27年9月関東・東北豪雨」による鬼怒川の水害の主な特徴
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２．避難を促す緊急行動
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２．避難を促す緊急行動



どこで豪雨災害が発生してもおかしくないとの認識のもと、以下の緊急行動を実施中

～市町村長が避難の時期・区域を
適切に判断するための支援～

【できるだけ早期に実施】

●トップセミナー等の開催

●水害対応チェックリストの作成、周知

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、
住民への周知

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】

●氾濫シミュレーションの公表

●避難のためのタイムラインの整備

●洪水予報文、伝達手法の改善

●市町村へのリアルタイム情報の充実

１．首長を支援する緊急行動

２．避難を促す緊急行動

～地域住民が自らリスクを察知し
主体的に避難するための支援～

【できるだけ早期に実施】

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、
住民への周知（再掲）

●ハザードマップポータルサイトの周知と活用
促進

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】

●家屋倒壊危険区域の公表

●氾濫シミュレーションの公表（再掲）

●地域住民の所在地に応じたリアルタイム情報
の充実

《平成27年10月5日記者発表》
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２．地域住民を支援する緊急行動



トップセミナーの開催
○洪水予報やホットラインなど、出水時に河川管理者から提供される情報とその対応
等について確認するため、管内の首長等に対してトップセミナーを実施

トップセミナー開催

自治体名

高崎市 平成27年 10月23日

玉村町 平成27年 10月20日

平成28年 2月24日

藤岡市 平成27年 10月27日

神川町 平成27年 10月21日

上里町 平成27年 10月19日

実施日

２．避難を促す緊急行動
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【高崎河川国道事務所の取組状況】



２．避難を促す緊急行動

水害対応チェックリストの作成、周知
○出水時に河川管理者から提供される情報に対し、各地方公共団体が行うべき事項を
整理した水害対応チェックリストを作成、周知

【高崎河川国道事務所の取組状況】
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洪水に対しリスクが高い区間の共同点検
○無堤区間、流下能力が低い区間など洪水リスクが高い箇所について、河川事務所、地方公

共団体、自治会等で共同点検を実施。

日 時：平成27年10月26日（月） 14:00～16:00
場 所：烏川左岸 玉村町角渕地先から下茂木地先

烏川共同点検（玉村町内）

参加者 ： ５６名

高崎市 消防団
地元住民 高崎市議会議員
気象庁 群馬県
藤岡市 防災エキスパート
高崎河川国道事務所

京浜河川事務所 荒川下流河川事務所
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烏川共同点検（高崎市内）

日 時：平成27年１１月９日（月） 10:00～12:00
場 所：烏川右岸 高崎市寺尾町地先から根小屋町地先

参加者 ： ３０名

玉村町 消防団
地元住民 気象庁
群馬県 埼玉県
藤岡市 伊勢崎市
下久保ダム管理所
高崎河川国道事務所

２．避難を促す緊急行動 【高崎河川国道事務所の取組状況】



避難を促す緊急行動 （平成２７年１０月）

・平成２８年度出水期前までを目標とした取組

水防災意識社会 再構築ビジョン（平成２７年１２月）

継
続

２．避難を促す緊急行動
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【実施済み】
●洪水予報文、伝達手法の改善 ⇒ 国土交通本省にて改善済み
●市町村リアルタイム情報の充実 ⇒ 国土交通本省にて改善済み
●地域住民の所在地に応じたリアルタイム情報の充実 ⇒ 国土交通本省にて改善済み
●ハザードマップポータルサイトの周知と活用 ⇒ 事務所より各市町へ依頼済み

【作業中】
●氾濫シュミレーションの公表 ⇒ 作業中（作成後、各市町に照会予定）
●家屋倒壊危険区域の公表 ⇒ 作業中（作成後、各市町に照会予定）
●避難のためのタイムラインの整備 ⇒ 水害対応チェックリストを基に整備予定



３．「水防災意識社会 再構築ビジョン」
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①水防災意識社会 再構築ビジョンの概要

②烏・神流川流域における取組の進め方

③協議会において実施する事項

１）現状の水害リスク情報や取組状況の共有（事例）

２）地域の取組方針の作成（事例）



国土交通大臣から社会資本整備審議会長に対して諮問 平成27年10月
「大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方について」

＜諮問内容＞平成27年9月関東・東北豪雨災害等を踏まえ、施設能力を上回る洪水時における氾濫による災害リスク及び被害
軽減を考慮した治水対策は如何にあるべきか。

○対策の基本方針

洪水による氾濫が発生することを前提として、社会全体でこれに備える「水防災意識社会」を
再構築する

行政・住民・企業等の各主体が、水害リスクに関する知識や心構えを共有し、氾濫した場合でも被害の
軽減を図るための、避難や水防等の事前の計画・体制、施設による対応が備えられた社会を目指す。

この答申を踏まえ、

水防災意識社会 再構築ビジョンを策定

②洪水を安全に流すためのハード対策

③危機管理型ハード対策

①住民目線のソフト対策

３．①水防災意識社会 再構築ビジョンの概要
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３．①水防災意識社会 再構築ビジョンの概要
平成27年12月11日

水防災意識社会
再構築ビジョン
報道発表資料
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３．①水防災意識社会 再構築ビジョンの概要
平成27年12月11日

水防災意識社会
再構築ビジョン
報道発表資料
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３．①水防災意識社会 再構築ビジョンの概要

平成27年12月24日
報道発表資料
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３．①水防災意識社会 再構築ビジョンの概要

平成27年12月24日
報道発表資料
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烏・神流川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会（仮称）※新たに設置

１）取組の進め方
氾濫が発生することを前提として社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」の再構築を目的に、「水防災意識 再構築ビジョン」

に基づき、河川管理者、県、市町等からなる協議会を設置して減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に
進める。

２）協議会等の進め方
烏・神流川直轄区間沿川に関係する県、市町、その他関係機関により「烏・神流川流域大規模氾濫に関する減災対策協議会」を設置し、

連携・協力して減災のための取組を進める。なお、既存の「烏・神流川災害情報協議会」、「烏・神流川水防連絡会」を減災対策協議会
の部会に移行させ、密に情報交換を図っていく。

水防連絡部会

【業務】
水防連絡部会は地域の取組方針のうち、水

防に関する事項を的確に実施するため、次の
各号に掲げる業務を実施する。

１．洪水予報及び水防警報に関すること。
２．重要水防箇所に関すること。
３．河川改修の状況、水防資機材整備状況の

情報提供、交換に関すること。
４．河川の出水期前及び洪水経過後の合同巡

視に関すること。
５．水防対策の協力及び連絡に関すること。
６．水防対策の広報、宣伝に関すること。
７．水防対策の調査、研究に関すること。
８．その他、必要な事項。

災害情報協議部会

【業務】
災害情報協議部会は地域の取組方

針のうち、円滑かつ迅速な避難に関
する事項を実施するため、次の各号
に掲げる業務を実施する。

１．烏・神流川の氾濫域に関係する
自治体への洪水情報伝達体制に
関すること。

２．洪水ハザードマップの作成及び
普及の促進に関する連絡調整に
関すること。

幹事会

【業務】
幹事会は協議会の運営に必要な情報交

換、調査、分析、減災対策等の各種検討、
調整を行うものとし、結果について、協
議会へ報告する。

【協議会実施事項】
１）現状の水害リスク情報や取組状況の共有
２）地域の取組方針の作成
３）地域の取組方針に基づく対策の実施状況のフォローアップ
４）その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施。

※情報交換 ※情報交換

※烏・神流川水防連絡会から
業務を引き継ぎ

※烏・神流川災害情報協
議会から業務を引き継ぎ

３．②烏・神流川流域における取組の進め方
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１）現状の水害リスク情報や取組状況の共有
洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそ

れぞれ又は連携して実施している現状の減災に係る取組状況等について共
有する。

２）地域の取組方針の作成
円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水

を実現するために各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめ
た地域の取組方針を作成し、共有する。

３）地域の取組方針に基づく対策の実施状況のフォローアップ
毎年、協議会等を開催するなどして、地域の取組方針に基づく対策の実

施状況を確認する。また、本会議を中心として、毎年出水期前にトップセ
ミナーや堤防の共同点検を実施し、状況の共有を図る。

４）その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施。

３．②協議会の実施事項
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３．③ １）現状の水害リスク情報や取組状況の共有（事例）

出典：大規模氾濫に対する減災のための
治水対策検討小委員会資料
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出典：大規模氾濫に対する減災のための
治水対策検討小委員会資料 21

３．③ １）現状の水害リスク情報や取組状況の共有（事例）



３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災のための目標（案）】（事例）

出典：平成27年9月関東・東北豪雨
鬼怒川緊急対策プロジェクト 22



出典：「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく鬼怒川・
小貝川の減災に係る取組方針（平成28年5月11日） 23

３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針】（事例）



出典：「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく鬼怒川・
小貝川の減災に係る取組方針（平成28年5月11日） 24

３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針】（事例）



出典：「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく鬼怒川・
小貝川の減災に係る取組方針（平成28年5月11日） 25

３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針】（事例）



出典：「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく鬼怒川・
小貝川の減災に係る取組方針（平成28年5月11日） 26

３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針】（事例）
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３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針】（事例）



出典：「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく鬼怒川・
小貝川の減災に係る取組方針（平成28年5月11日） 28

３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針】（事例）



出典：「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく鬼怒川・
小貝川の減災に係る取組方針（平成28年5月11日） 29

３ ③ ２）地域の取組方針の作成 【鬼怒川・小貝川下流域の減災に係る取組方針】（事例）



現状の水害リスク情報

【参考】
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【過去の主要な災害】

高崎市

藤岡市

高崎市

▲ 高崎市聖石町付近
昭和10年9月（台風10号）

▲ 高崎市石原町付近
昭和10年9月（台風10号）

▲ 一本松橋上流付近

平成10年9月（台風５号）

▲ 高崎市阿久津地先

平成19年9月（台風9号）

※流量は実績値 出典）高水速報
※1 昭和22年9月、平成10年9月のデータは、八ッ場ダム建設事業の検証に係る検討「八ッ場ダム建設

事業の検証等における過去の洪水実績など計画の前提となっているデータの点検結果について」より

発生年月日 洪水流量 河川被害 一般災害

明治43年8月
（台風10号）

－ 堤防の決壊（烏川）

（高崎市）

流出家屋23戸

君ヶ代橋、聖石橋

他２橋流出

床上浸水904戸

全壊3戸

昭和10年9月
（台風10号）

岩鼻 4,494m3/s 堤防の決壊（烏川）

（高崎市）

流出家屋数10戸

君ヶ代橋、八千代橋流出

床上浸水1000戸以上

死者7名

昭和22年9月
（台風11号）
カスリン台風

岩鼻
6,743m3/s

※1

堤防の決壊（烏川） （高崎市）

１箇所約242m 流出家屋21戸

床上浸水686戸

死者2名

昭和５７年
（台風１０号）

岩鼻 4,804m3/s

河川被害等 ２ヶ所

（烏 川）

河川被害等 １ヶ所

（神流川）

平成１０年９月
（台風５号）

岩鼻
4,950m3/s 

※1

河川被害等 ７ヶ所 （高崎市）

（烏 川） 浸水面積 ３２ha

河川被害等 １ヶ所 床下浸水 １戸

（神流川） （烏 川）

平成１２年９月
（集中豪雨） 岩鼻 1,882m3/s

河川被害等 ２ヶ所 （高崎市）

（烏 川） 浸水面積 ４５ha

河川被害等 ２ヶ所 床上浸水 １戸

（碓氷川） （烏 川）

平成１９年９月
（台風９号）

岩鼻 4,321m3/s

河川被害等 ６ヶ所

（烏 川） （高崎市）

河川被害等 ３ヶ所 浸水面積 ８ha

（神流川） （烏川・鏑川合流部）

河川被害等 １ヶ所

（鏑 川）

【過去の主要な災害】

過去の被害情報
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河川名
堤防延長 参考

計画断面堤防(ａ) 堤防必要区間(ｂ） ａ／ｂ（％）

本川 約18.8km 約26.5km 約71％

支川
(碓氷川、鏑川、神流川) 約27.0km 約29.0km 約93％

合計 約45.8km 約55.5km 約83％

平成27年3月末時点

現状の堤防整備状況
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凡 例

計画断面堤防

計画断面に未たない堤防

堤防不要



○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績から、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて
重要水防箇所として指定している。

Ａランク：現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道
の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。

Ｂランク：現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、
計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

Ａランク：計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天
端幅が半分に満たない箇所。

Ｂランク：計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天
端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

Ａランク：過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク：過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が暫定施工の箇所。

また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の箇所や、基礎地盤及び堤体の土
質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても
評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、
注意を要する箇所、または履歴を残すため「要注意」として整理。
なお、重要水防箇所については高崎河川国道事務所ＨＰで公表。
（平成28年度の重要水防箇所については後日公表予定）

http://www.ktr.mlit.go.jp/takasaki/Juyosuibokasyo.html

堤防高（流下能力）

堤防断面

法崩れ・すべり、漏水

重要水防箇所
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都　県　名 左右

岸別

箇　所 延長(m) 箇　所 延長(m) 箇　所 延長(m)

群馬県 右 1 3,133 11 2,123 7 1,170

左 2 2,241 11 2,707 10 2,198

計 3 5,374 22 4,830 17 3,368

埼玉県 右 0 0 7 3,039 5 1,007

左 0 0 0 0 0 0

計 0 0 7 3,039 5 1,007

堤　　防 堤　　防 堤　　防

平成２７年度　都 県 別 重 要 水 防 箇 所 調 書 （総括表）

重　　　　　　要　　　　　　度

Ａ Ｂ 要　注　意　区　間


